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すてきです、中２年生！！ 

 昨日の４校時、授業参観で校舎をまわっている

と・・・・・・とてもすてきな光景が目に飛び込んでき

ました。 

 移動教室でだれもいない中学部２年生の教室。

全員の机がきちんと並べられ、イスも机の中に入

っています。中には、休んでいる生徒もいるはずな

のに・・・どの机もきれいにそろって黒板を向いて

います。 

 もしかしたら、２年生にとっては何てことの無い、

当たり前のことかもしれません。しかし、だれも見

ていないところに気を配ることができる、気持ちが

ひとつの方向にそろっているなと、とてもいい気持

ちになりました。 

  思わず、黒板に嬉しい気持ち 

をコメントとして残しました。 

６月「実践」を積む 

 早いもので、令和４年度がスタートし、２ヶ月が過ぎました。６月は、一学期の折り返し点です。４月は、

「『礎』をつくる」５月は「『雰囲気』をつくる」をテーマとし、学級経営に取り組んできてもらいました。そ

して今月は、４月、５月の取り組みを踏まえ、今月は「『実践』を積む」をテーマとして、取り組んでもらい

たいことを先生方には伝えています。今月から授業研究も始まります。 小３からスタートとなります。 

１ 児童生徒の安全面における指導 

  水難事故が多くなる季節です。併せて,新型コロナウイルスの行動宣言の緩和に伴い観光客が増え

てきます。コロナウイルス感染対策、交通安全指導など、児童生徒の生命、安全にかかわる指導に努め

ていきます。 

２ 復帰５０周年、慰霊の日に向けた平和学習の充実 

 ７７年前、４人に１人が戦争の犠牲となった沖縄。その地に生まれ育った我々にとって 

６月は、平和を考える大切な月です。今年は本土復帰５０年の年にもあたり、より一層 

平和や戦争、そして人権について考える６月となるよう、取り組んでいきます。 

３ 学習指導の充実 

 本校では、言語活動の２つの側面をつなぐ授業づくりを通して、確かな学力をつける取り組みを行っ

ています。その背景には、問題文や教科書が理解できていない児童生徒が多いという実態からです。 

 そこで大切になるのが、家庭学習です。ぜひ、ご家庭でも、生活リズムを整え、自宅での学習習慣の定

着にご協力をお願いします。 

ドジャース小５、 
がんばりました！ 

去る５月 29 日（日）に、琉球セメント杯

が、本校グランドで行われました。 

当日は、久しぶりに晴れ渡り、日差しの

強い中での大会でした。 

ドジャースは、羽地小学校と対戦。 

６対２で勝利しています。 


